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はじめに 
トマトに感染するTobamovirus属としては、古くから世界的にTomato mosaic virus（ToMV：日

本既発生）が発生しているが、近年は、トマト等のナス科作物においてToMV以外のTobamovirus
属の新種の発見と短期間での各地への発生拡大が報告されている（久保田, 2016）。 

Tomato mottle mosaic virus（ToMMV）は、2009年にメキシコで初めて発見されたTobamovirus
属のウイルスであり、その後数年でアメリカ合衆国、中華人民共和国、イスラエル等に発生が拡大

している。ToMMV は、トマトでは葉の壊死、モザイク等の症状を示し、品種によっては果実で壊

死が見られ、収量が減少したとの報告がある（Sui et al., 2017; Turina et al., 2016）。 
ToMMV未発生国であるオーストラリアでは、2019年11月19日からToMMVに対する緊急措置

として、発生国に対しトマト及びトウガラシ属の栽植用種子について PCR 検定を求めている

（BICON, 2019; DA, 2019）ことから、諸外国においてもToMMVの侵入を懸念する動きが高まっ

ている。 
日本においては、ToMMVの宿主植物であるトマト、トウガラシ（ピーマンを含む。）等は全国で

栽培されていることから、ToMMV が侵入した場合、甚大な被害をもたらす可能性がある。なお、

ToMMVは、現在、「まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがないことが確認されてい

ない有害植物」に該当し、輸入検査で発見された場合、廃棄となる（農林省, 1950a; 農林省, 1950b; 
農林水産省, 2011）。 
このため、ToMMV のリスク評価を実施し、植物検疫上の位置づけを明らかにするとともに、適

切なリスク管理措置を検討するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 
 

Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 

１．学名及び分類 
（１）学名（ICTV, 2018） 

Tomato mottle mosaic virus (ToMMV) 
 
（２）英名、和名等 

情報なし。 
 
（３）分類（ICTV, 2018） 

種類：ウイルス 
科：Virgaviridae 
属：Tobamovirus 

 
（４）シノニム 

情報なし。 
 
（５）その他 

ToMMV は、2009 年にメキシコの温室栽培のトマトから分離され、2013 年に初めて報告さ

れたウイルスである（Li et al., 2013）。アメリカ合衆国では、2010年、2012年及び2014年に

フロリダ州で発見されており、メキシコ株との相同性は外皮タンパク質部分（CP）のヌクレオ

チド配列で99％、アミノ酸の配列においては100%の相同性があった（Webster et al., 2014）。 
さらに、ToMV 以外の CP ヌクレオチド及びアミノ酸配列に基づく近縁種として、近年、海

外のトマト生産現場で問題視されているTomato brown rugose fruit virus（ToBRFV）（日本未発

生：日本植物病理学会, 2019）も知られている（DA, 2019; Sui et al., 2017）。 
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２．地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙１参照） 

アジア：中華人民共和国 
中東：イスラエル、イラン 
欧州：スペイン、チェコ 
北米：アメリカ合衆国 
中南米：ブラジル、メキシコ 

 
（２）生物地理区 

ToMMVは、旧北区、新北区、東洋区及び新熱帯区の４区に分布する。 
 
３．宿主植物及びその日本国内での分布 
（１）宿主植物（詳細は別紙２参照） 

ナス科：トウガラシ（Capsicum annuum）、キダチトウガラシ（C. frutescens）、トマト

（Solanum lycopersicum (=Lycopersicon esculentum)）、ナス（S. melongena） 
 
※ 接種試験により、Nicotiana tabacum、Petunia × hybrida 等の複数のナス科植物や、

Chenopodium quinoa等でも感染が確認されている。なお、RT-PCR法で陽性となった植

物でも、症状が現れるものもあれば、症状が現れない植物もあった（Sui et al., 2017）。ま

た、ほ場から採取されたナス生果実に ToMMV と Tobacco mild green mosaic virus
（TMGMV：日本既発生）が複合感染していた報告があり、その感染率は20～40%であっ

たが（Chai et al., 2018）、現在のところ、ナスへのToMMVの単独感染の報告はない。 
ヒヨコマメ（Cicer arietinum）を宿主植物とする報告もあるが（DA, 2019; Pirovano et al., 

2015）、DA（2019）では根拠文献が示されていないこと、Pirovano（2015）では、シー

クエンスの結果、ヒヨコマメからToMMVの配列が確認されたものの、十分な接種試験や

感染したウイルス粒子の確認等が行われていなかったことから、今回は宿主植物とせず調

査継続とした。 
現在のところ、種子からToMMVが検出されたとの報告があるのはトウガラシ及びトマ

トのみである（Lovelock et al, 2020）。 
 
（２）日本国内における宿主植物の分布及び栽培状況 

ToMMV の宿主植物であるトマト及びトウガラシ属は 47 都道府県で栽培されている。なお、

国内におけるトマト栽培の時期は、一般的に、露地栽培の場合は３月は種、５月植付け、７～

10月初旬収穫となり、施設栽培の場合は８月は種、10月植付け、12～６月収穫となる。 
 

４．感染部位及びその症状 
感染部位は、葉、果実及び植物全体である。 
トマトでは、葉に壊死、緑色の濃淡となるモザイク、モットル、奇形等の症状を示し、発病株

には全身に萎ちょう等の症状が現れる（Li et al., 2013; Webster et al., 2014; Chitambar, 2015; 
Turina et al., 2016; Ambros et al., 2017）。トマトの品種によっては、果実にえそ斑を生じ、壊死が

見られるものもあり、収量が減少したとする報告もある（Sui et al., 2017; Turina et al., 2016）。ト

ウガラシでは、葉の斑点、萎縮、壊死等の症状が確認されている（Li et al., 2014）。 
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５．移動分散方法 

（１）自然分散 
ToMMV の自然分散について詳細な報告は無い。ただし、Tobamovirus 属の他のウイルスの

自然分散の方法としては、土壌伝搬（植物残さを含む。）※１及び水媒伝搬※２が知られている。 
また、ToMMVに近縁のToBRFVでは、近接植物間の接触伝染及び昆虫伝搬（花粉の収集行

為）※３が知られている。 
 

※１  イスラエルにおいて、ToBRFVの感染トマトを栽培していたほ場に作付けされたトウガ

ラシが、ToBRFVが残っていた土壌によって感染した報告がある（Chitambar, 2018）。ToMV
の場合、発病株の根から土壌へウイルスが溢出しており、栽培終了後も土壌中の感染した

植物残さから溢出が続くとの報告がある（CABI, 2019b）。 
※２  Tobamovirus 属は、施設栽培における循環水により分散するとの報告があることから、

ToBRFV ではその可能性が示唆されている。ToMMV についても同様に、汚染された水に

よる伝搬の可能性が示唆されている（Chitambar, 2015; Chitambar, 2018; Salem et al., 
2016）。 

※３ イスラエルのトマト栽培において、セイヨウオオマルハナバチの振動しながら行う花粉

収集行動により、傷つけた植物の部位からToBRFVが機械的に伝搬すると考えられる旨の

報告がある（Levitzky et al., 2019; EPPO, 2019）。ただし、手作業による授粉又は噴霧等に

よる授粉作業では、花粉伝搬するとの情報は得られていない。 
 
（２）人為分散 

ToMMV の人為分散については、まだ具体的な報告がないものの、近縁の ToMV と同様に機

械的伝搬（栽培作業、農業器具、作業者の手や衣類）、感染した苗、植物残さ、種子等を介した

人為的な分散の可能性があると考えられる（Chitambar, 2015）。 
イスラエルでは、ToMV及びTobacco mosaic virus（TMV：日本既発生）の抗血清を用いた

ELISA法で陽性となったトマト種子からToMMVが検出された（Turina et al., 2016; 日本植物

病理学会, 2019）。また、オーストラリアにおける輸入検査の結果、オランダからのトウガラシ

属種子１件、スペインからのトウガラシ属種子１件及びアメリカ合衆国からのトマト種子２件

で ToMMV が陽性となったことが報告されている（DA, 2019）。オーストラリア等の輸入事例

からトマト及びトウガラシの種子伝染が示唆され、汚染種子を介した新天地への侵入リスクが

懸念されている（Lovelock et al, 2020）。 
よって、現在のところ、ToMMV の宿主植物であることが明らかな植物のうち種子に感染す

ることが明らかな植物種は、トウガラシ及びトマトである。 
 

６．生態 
（１）中間宿主及びその必要性 

情報なし。 
 

（２）伝染環 
情報なし。 
ただし、Tobamovirus 属では接触伝染、水媒伝搬等の複数の感染経路が報告されている

（Chitambar, 2015）ことから、ToMMVについても同様の経路が存在する可能性がある。 
 

（３）植物残さ中での生存 
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情報なし。 
ただし、Tobamovirus 属の他のウイルスは何箇月も植物残さや土壌に残存する報告があり、

ToMMVも同様の特徴を持つ可能性がある。 
 
（４）耐久生存態 

情報なし。 
 

７．媒介性又は被媒介性 
イスラエルにおいて、トマトの授粉に利用されているセイヨウオオマルハナバチの授粉行動に

より近縁のToBRFVの伝搬が確認された報告がある（Levitzky et al., 2019; EPPO, 2019）ことか

ら、ToMMVにおいても同様にマルハナバチによって媒介される可能性がある。 
 

８．被害の程度 

イスラエルの温室トマトでは、激しいモザイク症状等を示したトマトからToMMV が検出され

ており、20%の減収が確認されている（Turina et al., 2015）。 
 
９．防除 

ToMMV に対する防除情報は得られなかったが、Tobamovirus 属の一般的な防除及び日本国内

のトマト生産地で発生したToMVの新系統に対する防除は下記（１）及び（２）のとおりであり、

ToMMVに適用可能と考える。 
（１）耕種的防除 

Tobamovirus 属の防除で重要なことは植物に感染させないことであるため、健全種子又は抵

抗性品種を使用する。健全種子が入手できない場合は、次亜塩素酸ナトリウム溶液で、は種前

に種子を消毒する。ただし、同溶液で処理した種子は発芽率が低下する可能性がある（Smith and 
Dombrovsky, 2019; Baker and Adkins, 2000）。なお、Tobamovirus属の抵抗性品種の利用につ

いて、ToMMVの抵抗性品種の育成は確立していないが、トマトのToMV抵抗性品種３品種（B：
cocktail tomato、E：cluster tomato及び I：mini San Marzano tomato）のうち、品種E（cluster 
tomato）はToMMVに抵抗性があるとの報告がある（Sui et al., 2017）。 

Tobamovirus 属は接触伝染し、わずかな発病でもその後の管理作業で容易にほ場全体にまん

延する（津田, 2006）。このため、栽培で用いる資材及び器具を消毒し、定植やその他の管理作

業で植物に損傷を与えないようにし（Smith and Dombrovsky, 2019; Baker and Adkins, 2000）、
発病株に触れた手指は石鹸でよく洗う（高知県, 2012）。健全株への伝染を防ぐため、発病株を

見つけたら直ちに抜き取り処分し、植物残さは残さない（栃木県, 2011; 高知県, 2012; 久保田, 
2016）。 

保有宿主植物（reservoirs：ほ場周辺の植物が感染源となる。）となる雑草の除去及びトマト

栽培での新しいマルハナバチの巣箱の使用は一次感染源を防ぐ（Smith and Dombrovsky, 2019; 
Levitzky et al., 2019）。 

発生ほ場では次作での再発を防ぐため、可能であれば１作はトマトを栽培しない（久保田, 
2016）。湛水を行うとウイルスが不活化しにくくなるため、発病がみられた作期の終了後は湛水

を控える（高知県, 2012）。 
 
（２）化学的防除 

Tobamovirus 属には土壌伝搬を防ぐ目的で、臭化メチル剤による移植前の土壌くん蒸が有効

であるが、同剤に代わるくん蒸剤は知られていない（津田, 2006; 竹内, 2000）。 
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日本国内では、Tobamovirus属５種※に対する接触及び感染阻止剤として、シイタケ菌糸体抽

出物（移植、摘芽、誘引等の作業時直前散布）が農薬登録されている（津田, 2006; FAMIC, 2019）。 
※ ToMV、TMV、Pepper mild mottle virus（PMMoV：日本既発生）、Cucumber green mottle 

mosaic virus（CGMMV：日本既発生）及びOdontoglossum ringspot virus（ORSV：日本既発

生）（日本植物病理学会, 2019）。 
 

１０．診断、検出及び同定 
（１）生物検定法 

検定植物としてタバコ（Nicotiana tabacum (cv. White Burley)）が知られる（Turina et al., 2016）。 
 
（２）抗原抗体反応による検定方法（ELISA法） 

TMV 及び ToMV 検出用の市販の ELISA キット又は TMV 検出用の市販のイムノストリップ

を利用し、ToMMV の検出が可能であるが、日本既発生である TMV 及び ToMV と識別できな

い。このため、ToMMVを識別するためには種特異的プライマーを用いたRT-PCR法又は属特

異的ユニバーサルプライマーを用いた RT-PCR 法により得られた増幅産物のシークエンス解

析により同定を行う必要がある。なお、ELISA法による、検出感度は粗汁液1,280倍希釈液ま

で検出可能であった（Menzel et al., 2019; Sui et al, 2017）。 
ToMMVのみを対象としたELISAキットは販売されていない。 
 

（３）遺伝子診断法 
ToMV との遺伝子配列の相同性は高い（Ambros et al., 2017）ことから、TMV、ToMV 及び

ToMMVの保存領域から設計したプライマーを用いてRT-PCR法により得られた増副産物をシ

ークエンス解析することで検出可能との報告がある（Sui et al, 2017）。 
トマト及びトウガラシの種子については、Tobamovirus属（TMV、ToMV、ToMMV、ToBRFV

及びPMMoV）を対象とした International Seed Federation（ISF）による検出プロトコルが存

在する（ISF, 2019a; ISF, 2019b）。 
また、マルチプレックス RT-PCR 法でトマトに感染する Tobamovirus 属（ToMMV、TMV、

ToMV、ToBRFV及びTomato mosaic Ohio virus（日本未発生））からToMMV、TMV、ToMVの

３種を特異的に検出した報告がある。このことから、ToMMV を識別する特異的プライマーを

用いたRT-PCR法により検出可能である。Pepino mosaic virus（日本未発生）、Tomato spotted 
wilt tospovirus（日本未発生）、Tomato chlorotic spot virus（日本未発生）、Tomato yellow leaf curl 
virus（日本既発生）、CGMMV、PMMoV、Potato spindle tuber viroid（日本未発生）及びToBRFV
との非特異的反応は認められず、検出感度はマルチプレックスRT-PCR法で粗汁液1,000倍希

釈まで検出可能であった（日本植物病理学会, 2019; Sui et al, 2017）。 
 

１１．日本における輸入検疫措置 
輸入時に植物体に現れるToMMV等による症状の有無について目視検査を実施している。なお、

ToMMV は「まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがないことが確認されていない

有害植物」であり、輸入検査で発見された場合、廃棄となる（農林省, 1950a; 農林省, 1950b; 農
林水産省, 2011）。 

 
１２．諸外国における輸入検疫措置  
（１）オーストラリア 

2019 年 11 月 19 日からの緊急措置として、トマト及びトウガラシ属（Capsicum annuum 
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species complex（=C. annuum, C. chinense, C. frutescens））の栽植用種子について、ToMMVに

対する PCR 検定の結果、ToMMV が検出されないことを要求している。詳細は以下のとおり

（BICON, 2019; DA, 2019）。 
・ 輸出前又は輸入時にToMMVに対するPCR検定を受ける必要がある。 
・ 検定結果報告書又は／及び植物検疫証明書の追記には、オーストラリア連邦政府農業省

（Australian Government Department of Agriculture）によって承認されたプライマー及びプ

ロトコルを用いてToMMV及びToBRFVに対する検定が実施された旨を記載しなければなら

ない。 
・ サンプルサイズは通常ロットでは20,000粒（小ロットの場合20％）、サブサンプル400粒

を50回検定する。 
・ 現在承認されているプロトコルは、Levitzky et al.（2019）によるRT-PCR法である。当該

プロトコルは、ToBRFVのために開発されたものであるが、同一のプライマー及びプロトコ

ルでToMMVが検出できることが検証済みである。陽性結果から得られたPCR増副産物は、

ToMMV の検出を確認するためにシークエンス解析することが必要であり、同定されたシー

クエンス解析結果は農業省に提出する。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Tomato mottle mosaic virus（ToMMV）に対するリスク評価を行い、植物検疫上の位置づけを

明らかにするとともに、適切なリスク管理措置を検討するため、病害虫リスクアナリシスを実施

する。 
 

２．対象となる有害動植物 
ToMMVを対象とする。 

 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．宿主植物及び国内分布」に示す「宿主植物」であって、「４．感染部位及びその症状」

に示す「感染部位」を含む植物を対象とする。 
 

４．対象となる地域 
日本全域を対象とする。 

 
５．開始の結論 

ToMMVを開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする

病害虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義の要

件を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合は、

それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 
（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

Tomato mottle mosaic virus（ToMMV）は国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の可能性の評価 

ToMMV の宿主植物であるトマト及びトウガラシは 47 都道府県で栽培されていることから、

定着及びまん延する可能性があると判断する。 
 
（３）経済的影響を及ぼす可能性 

ToMMV は、イスラエルのトマトで 20％減収したとの被害報告がある。現在、ToMMV は国

内未発生であるが、もし、ToMMV が国内に入り込み、定着及びまん延した場合、経済的影響

を及ぼす可能性がある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

ToMMV は国内未発生であるが、宿主植物であるトマト及びトウガラシは国内で広く栽培さ

れていることから、ToMMV が国内に入り込み、定着及びまん延する可能性がある。また、

ToMMVは、イスラエルのトマトで20%減収したとの被害報告があることから、国内において

も経済的影響を及ぼす可能性は否定できない。 
したがって、植物検疫措置に関する国際基準（以下「国際基準」という。）No. 11「検疫有

害動植物に関する病害虫リスクアナリシス」に規定された検疫有害動植物の要件を満たすこと

から、ToMMVに対するリスクアナリシスを実施するため、引き続き「２．農業生産等への影

響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

ToMMV の自然分散の方法としては、詳細な報告は無いものの、Tobamovirus 属では土

壌伝染（植物残さを含む。）及び水媒伝搬が知られ、さらに近縁の ToBRFV では昆虫伝搬

（花粉の収集行為）が知られていることから、ToMMV も類似の伝搬方式が想定される。

よって、いったん侵入すれば、生活環を維持できると考える。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

中間宿主が必須との情報は得られていない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

ToMMVは有害植物であるため、評価基準に基づき５点と評価した。 
 



9 
 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適

性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

ToMMV の宿主植物であるトマト及びトウガラシは 47 都道府県で栽培されていること

から、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

ToMMVが宿主とする植物の科は、ナス科のみが知られている。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

ToMMVは旧北区、新北区、東洋区及び新熱帯区の４区に分布する。よって、評価基準に

基づき４点と評価した。 
 

 
 
（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）ベクター以外による伝搬 

ａ 移動距離 
ToMMVの自然分散について詳細な報告は無いが、Tobamovirus属では、土壌伝染（植

物残さを含む。）及び水媒伝搬が知られている。 
また、近縁の ToBRFV では近接植物間の接触伝染が知られていることから、ToMMV

も同様の分散様式をとる可能性が示唆される。よって、評価基準に基づき１点と評価し

た。 
ｂ 伝染環数 

近縁のToBRFVは、近接植物間の接触伝染が知られている。また、Tobamovirus属の

他のウイルスは、土壌伝染（植物残さを含む。）、種子伝染及び移植や管理作業による汁

液伝染の複数の伝染経路が存在することから、ToMMV も同様に複数の伝染経路が存在

する可能性が示唆されている。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）ベクターによる伝搬 

ａ ベクターの移動距離 
近縁のToBRFV 及びTMVは、花粉媒介昆虫として利用されていたセイヨウオオマル

ハナバチによる花粉収集行動により伝搬する旨の報告があることから、ToMMV も同様

に伝搬する可能性がある。また、セイヨウオオマルハナバチは長距離飛翔が知られてい

る。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
ｂ 伝搬様式 

近縁のToBRFV 及びTMVは、セイヨウオオマルハナバチが振動しながら行う花粉収

集行動により、機械的に伝搬すると考えられている。セイヨウオオマルハナバチの

ToMMVに関する伝搬様式の情報はないが、近縁のTMVの場合、感染植物から集められ

た花粉団子及び巣にウイルスが濃縮又は蓄積され、これらが宿主植物に感染する。よっ

て、ToMMV も ToBRFV 及び TMV と同様の伝搬様式をとる可能性が示唆されている。

よって、評価基準に基づき２点と評価した。 
 

イ 人為分散 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の4.7点となった。 
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（ア）農作物を介した分散 
ToMMV の宿主植物であるトマト及びトウガラシは 47 都道府県で栽培されていること

から、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）非農作物を介した分散 

近縁の ToBRFV では農作業用の道具や器具、作業員の手や衣服に付着した ToBRFV が

機械的に伝搬することが知られていることから、ToMMV も同様の分散様式をとる可能性

が示唆されている。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
 

 
 
（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

ToMMVの宿主植物であるトマト、トウガラシ及びナスの農産物産出額は、3263.8億円

となる。よって、評価基準に基づき４点と評価した。 
（イ）生産への影響 

ToMMV の宿主植物であるトマト、トウガラシ及びナスは、手順書の付録２に記載され

ており、ToMMVの発生国であるイスラエルのトマトで20％減収した被害報告がある。よ

って、評価基準に基づき４点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

ToMMVに対する公的防除の情報は得られなかった。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は 16 点となり、評価基準に基づき直接的影響の評価点は４点

となった。 
 

イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

ToMMV の宿主植物であるトマト、ナス及びピーマンは、「野菜生産出荷安定法施行令」

で定める指定野菜に該当することから、評価基準に基づき１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

オーストラリアは、2019 年 11 月 19 日からの緊急措置としてトマト及びトウガラシ

（Capsicum spp.）の栽植用種子について、ToMMV に対する精密検定を要求しているが、

輸入禁止等の措置までとられていない。 
 

 
 
（４）評価における不確実性 

ToMMV は、新しい種のため情報は限られている。自然分散及び人為分散については、 
Tobamovirus属の他のウイルスの情報を参考に評価しているため、不確実性が高い。 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の4.3点となった。 

 

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の得点の和から、経済的重要性の評価点は５

点となった。 
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３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

（１）感染部位 植物全体、種子（トウガラシ及びトマト） 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 

入り込む可能性のある経路は〔栽植用植物〕、〔栽植用種

子〕、〔消費用生植物〕及び〔消費用乾燥植物類〕が考えられ

る。なお、花粉については、ToMMVが含まれるTobamovirus
属の伝搬メカニズムにおいて、授粉により直接種子が感染する

報告はないため、経路から除外した。 
用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 植物全体 ○ 

イ 栽植用種子 種子 ○ 

ウ 消費用生植物 植物全体 ○ 
エ 消費用乾燥植物類 植物全体 ○ 

（３）宿主植物の輸入検査量 別紙３参照 

 
（４）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

ウイルス等の有害植物に感染している栽植用植物は、当該有害植物が通常輸送中問題な

く生き残りの可能性が高い。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽植用植物は、直接栽培施設、ほ場等へ持ち込まれる。よって、評価基準に基づき５点

と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物は、評価基準に基づき一律５点のため、５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

 

（５）農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 
３項目の評価点の積は99.2点となり、ToMMVの農業生産等への影響の評価を「高い」と

結論付けた。 

栽植用植物の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は５であり、ToMMV の栽植用植物を経路とした場

合の入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 
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イ 栽植用種子（種子への感染が確認されているトウガラシ及びトマトのみ） 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地でToMMV の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評

価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽植用種子は、直接栽培施設、ほ場等へ持ち込まれる。よって、評価基準に基づき５点

と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用種子は、評価基準に基づき一律５点のため、５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

トウガラシ及びトマト種子から ToMMV の検出事例があるものの、ToMMV の種子伝染

については確かな報告はなく、Tobamovirus 属の他のウイルスが種子伝染をすることを参

考に評価しているため、評価には不確実性を伴う。 
 

 
 

ウ 消費用生植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地でToMMV の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評

価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

ToMMVの宿主植物であるトマト及びトウガラシは47都道府県で栽培されている。よっ

て、評価基準に基づき４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

ToMMV に感染した宿主植物が輸入された場合、消費用生植物は通常栽培地ではなく、

消費地へ運ばれるため、ToMMV が消費用生植物から自然分散する可能性は無視できる。

よって、評価基準に基づき「評価中止」となる。 
（オ）評価における不確実性 

消費用生植物のうち生果実を経路とした場合、果実に含まれる種子が本来の用途ではな

い栽培目的で使用される可能性があるため、評価には不確実性を伴う。 
 

栽植用種子の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は５であり、ToMMV の栽植用種子を経路とした場

合の入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 



13 
 

 
 

エ 消費用乾燥植物類 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地でToMMV の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評

価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

ToMMVの宿主植物であるトマト及びトウガラシは47都道府県で栽培されている。よっ

て、評価基準に基づき４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

ToMMV が消費用乾燥植物類から自然分散する可能性は無視できる。よって、評価基準

に基づき「評価中止」となる。 
（オ）評価における不確実性 

消費用乾燥植物類のうち、培養資材は直接栽培地に持ち込まれるため、評価には不確実

性を伴う。 
 

 
 
４．ToMMVの病害虫リスク評価の結論 

ToMMV は検疫有害植物であり、栽植用植物及び栽植用種子を経路として入り込む可能性があ

ると評価した。 
農業生産等への影響の評

価の結論（病害虫固有の

リスク） 

入り込みのリスク 
病害虫リスク評価の

結論 用途 入り込みの可能性

の評価の結論 

高い 

ア 栽植用植物 高い 高い 
イ 栽植用種子 高い 高い 
ウ 消費用生植物 無視できる 無視できる 
エ 消費用乾燥植物類 無視できる 無視できる 

 
  

消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 
ToMMVの消費用生植物を経路とした場合の入り込みの可能性は、「無視できる」と結論

付けた。 

消費用乾燥植物類の入り込みの可能性の評価の結論 
ToMMVの消費用乾燥植物類を経路とした場合の入り込みの可能性は、「無視できる」と

結論付けた。 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 
病害虫リスク評価の結果、Tomato mottle mosaic virus（ToMMV）はリスク管理措置が必要な検

疫有害植物であると判断されたことから、ステージ３において、発生国からの宿主植物の輸入に

伴うToMMVの入り込みのリスクを低減するための適切な管理措置について検討する。 
 
１．ToMMVに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 実施主体 
（時期） 有効性 実行 

可能性 

①病害虫無発

生の地域、

生産地又は

生産用地の

設定及び維

持 

国際基準 No. 4
又は No. 10 の

規定に基づき

設定及び維持

する。 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植

物防疫機関が設定、管理及

び維持する病害虫無発生の

地域、生産地又は生産用地

であって、ToMMVの感染が

ないことを確認した種子を

利用すること及びベクター

の管理ができれば、有効で

ある。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に管理

（ベクターの管理を含む。）

されることが必要である

が、実行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 
○ 

 
○ 

②システムズ

アプローチ 
複数の管理措

置を組み合わ

せる。 

有効性及び実行可能性につ

いては、具体的に提案される

管理措置の内容を検討する必

要がある。 

 
輸出国 

（輸出前） 
 

 
－ 

 
－ 

③栽培地検査 栽培期間中に

生育場所にお

いて植物の症

状等を観察す

る。 

〔有効性〕 
 ToMMV の宿主植物である

トマト及びトウガラシは、

栽培期間中に症状を現すた

め、有効である。 
 しかし、症状を現す場合で

も、他の病原体等による症

状及び複合感染を区別でき

ない場合がある。また、品種

及び環境により発症に長期

間を要する場合は、潜伏状

態のものを見逃すおそれが

ある。 
 
〔実行可能性〕 

 
輸出国 

（栽培中） 

 
▽ 

 
○ 
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 輸出国においてベクターの

適切な防除が実施されると

ともに、適切な検査が行わ

れる必要があるが、実行可

能と考えられる。 
④精密検定 血清学的診断

法、遺伝子診断

法等を実施す

る。 

〔有効性〕 
 ELISA法及びイムノストリ

ップ法により、植物体及び

種子から検出可能である

が、ToMMV、TMV及び

ToMVの識別はできない。 
 Tobamovirus 属のユニバー

サルプライマーを用いた

RT-PCR 法により得られた

増副産物をシークエンス解

析又は ToMMV に特異的な

プライマーにより検出が可

能である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出入国において検定施設

を有するとともに、ELISA
キット、イムノストリップ

キット、特異的なプライマ

ー及びポジティブコントロ

ールが必要であるが、実行

可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 
 
 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 
○ 
 
 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
 
 
 
○ 

⑤検査証明書

への追記 
輸出国での目

視検査の結果、

ToMMV に感染

していないこ

とを確認し、そ

の旨を検査証

明書に追記す

る。 

〔有効性〕 
輸出検査時に症状を明瞭に

現す場合は有効である。 
潜在感染している場合があ

り、見逃すおそれがあるた

め、効果は限定的である。 
種子は症状が報告されてい

ないため、有効でない。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切な検査

が行われる必要があるが、

実行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出時） 
 

 
▽ 

（栽植

用種子

×） 

 
○ 

⑥輸出入検査

（ 目 視 検

査） 

植物の症状等

を確認する。 
〔有効性〕 

 輸出入検査時に症状を明瞭

に現す場合は有効である。 
 潜在感染している場合があ

 
輸出国 

（輸出時） 
 

 
▽ 

（栽植

用種子

 
○ 
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り、見逃すおそれがあるた

め、効果は限定的である。 
 種子は症状が報告されてい

ないため、有効でない。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国及び輸入国において

通常実施されている検査で

あり、実行可能である。 

 
 

輸入国 
（輸入時） 

×） 
 
▽ 

（栽植

用種子

×） 

 
 
○ 

⑦隔離栽培中

の検査 

輸入後、国内の

施設等におい

て一定期間栽

培し、生物検定

や精密検定を

実施する。 

〔有効性〕 
症状発現まで時間を要する

場合でも、栽培施設で適切に

管理することにより検査が

可能である。 
症状が現れない場合でも、隔

離期間中に特異的な抗原抗

体反応による検定やプライ

マーを用いた精密検定によ

り検出が可能である。 
しかし、ToMMVの自然分散

の方法は知られていない

が、Tobamovirus属の他のウ

イルスは、土壌伝染及び水

媒伝搬が知られており、ほ

場内にまん延する可能性が

あるため、有効ではない。 
 
〔実行可能性〕 

 多年生植物は、隔離栽培中

の検査が実行可能である。 

 
輸入国 

（輸入時） 

 
× 
 

 
○  

有効性   ○：効果が高い 
▽：限定条件下で効果がある 
×：効果なし 
－：検討しない 

実行可能性 ○：実行可能 
▽：限定条件下で実行可能 
×：実行困難 
－：検討しない 

 
２．経路ごとのToMMVに対するリスク管理措置の選択肢の検討 
（１）栽植用植物 

ア 検討結果 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、ToMMVの入り

込みのリスクに対して有効な管理措置である。しかしながら、ベクターであるセイヨウオオ
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マルハナバチに対する管理が必要である。また、病害虫無発生地域等の設定及び維持は、宿

主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるため、個別案件ごとに具体

的な内容を輸出国植物防疫機関が示し、日本がその許諾を判断する必要がある。 
精密検定（選択肢④）は、疑似症状を示した葉を中心に抽出した葉についてToMMV に特

異的なプライマーを用いたRT-PCR法によりToMMVを検出できるため、輸出前又は輸入時

の精密検定は有効であり、実行可能であると考える。また、ToMMV はELISA法又はイムノ

ストリップ法により検出可能であるが、日本既発生である TMV 及び ToMV と識別できない

ため、ToMMVを識別するためには種特異的プライマーを用いたRT-PCR法又は属特異的ユ

ニバーサルプライマーを用いた RT-PCR 法により得られた増幅産物のシークエンス解析に

より同定を行う必要がある。なお、ToMMVを対象としたELISAキットは販売されていない。 
 

イ リスク管理措置の特定 
栽植用植物に対する管理措置として、ToMMV の入り込みの可能性を低減させることが可

能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定した。なお、以下の

いずれかの管理措置を実施する必要がある。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、荷口全体（同一の荷口単位）の植物を対象に輸入植物検疫規

程（農林省, 1950c）別表第１の６項２号の規定に基づく検査量相当について、目視検査及

びToMMVに特異的なプライマーを用いたRT-PCR法による検定を行い、ToMMVに感染

していないことを確認し、その旨を検査証明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入時）において、輸入植物検疫規程（農林省, 1950c）別表第１の６項２号の

規定に基づく検査量について、目視検査及び ToMMV に特異的なプライマーを用いた RT-
PCR法による検定を行い、ToMMVに感染していないことを確認する。 

 
輸入植物検疫規程（農林省, 1950c）別表第１の６項２号 

検査荷口の大きさ 検査する数量 
1,000本未満 
1,000本以上    1,841本未満 
1,841本以上    4,601本未満 
4,601本以上    9,201本未満 
9,201本以上   24,001本未満 

24,001本以上 

30%以上 
300本以上 
400本以上 
500本以上 
600本以上 
800本以上 

 
（２）栽植用種子 

ア 検討結果 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、ToMMVの入り

込みのリスクに対して有効な管理措置である。しかしながら、ベクターであるセイヨウオオ

マルハナバチに対する管理が必要である。また、病害虫無発生地域等における宿主植物の栽

培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるためすべての地域等で一律の状況では

なく、個別案件ごとに具体的な内容を輸出国植物防疫機関が示し、日本がその許諾を判断す

る必要がある。 
精密検定（選択肢④）は、採種用親植物又は当該植物から採種された種子についてToMMV

に特異的なプライマーを用いたRT-PCR法によりToMMVを検出できるため、輸出前又は輸
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入時の精密検定は有効であり、実行可能であると考える。また、ToMMVはELISA法又はイ

ムノストリップ法により検出可能であるが、日本既発生である TMV 及び ToMV と識別でき

ないため、ToMMVを識別するためには種特異的プライマーを用いたRT-PCR法又は属特異

的ユニバーサルプライマーを用いた RT-PCR 法により得られた増幅産物のシークエンス解

析により同定を行う必要がある。なお、ToMMVを対象としたELISAキットは販売されてい

ない。 
 
イ リスク管理措置の特定 

栽植用種子に対する管理措置として、ToMMV の入り込みの可能性を低減させることが可

能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下の選択肢を特定した。なお、

以下のいずれかを実施する必要がある。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、採種用親植物又は種子についてToMMVに特異的なプライ

マーを用いたRT-PCR法による検定を行い、ToMMVに感染していないことを確認し、そ

の旨を検査証明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入時）において、種子について ToMMV に特異的なプライマーを用いた RT-

PCR法による検定を行い、ToMMVに感染していないことを確認する。 
 
なお、種子の検定を行う場合は、国際種子検査協会（ISTA）が定める国際種子検査規程

（International Rules for Seed Testing）の抽出方法（ISTA, 2019）に準拠した方法で同一の荷

口単位から無作為に抽出した規定の種子数について検定を行う。規定の種子数については、

ToMMV に関し、検定粒数や感染種子率に係る情報を記載した文献はないことから、現時点

では、99％の検出確率で 0.1%の感染種子を検出可能なサンプルサイズとして、通常ロット

の場合（同一の荷口当たりの種子数が46,000粒以上）は、ロット当たり一律4,600粒（検定

実施においてはサブサンプル400粒以下）となる。なお、小ロットの場合（同一の荷口当た

りの種子数が46,000粒未満）は、その種子数の10%（検定実施におけるサブサンプルは400
粒以下）とする（種子検定に係る詳細は参考参照）。 

 
３．ToMMVの病害虫リスク管理の結論 

経路ごとにリスク管理措置の選択肢を検討した結果、ToMMVの入り込みのリスクを低減させ

る効果があり、かつ必要以上に貿易制限的でないと判断した各経路の管理措置を以下にとりまと

めた。 

経路 対象植物 リスク管理措置 

栽植用植物（種子

及び果実を除く。） 
ナス科：トウガラシ（Capsicum 

annuum）、キダチトウガラ

シ（C. frutescens）、トマト

（Solanum lycopersicum 
(=Lycopersicon 
esculentum)）、ナス（S. 
melongena） 

以下のいずれかの管理措置を実施。 
○ 輸出国（輸出前）において、目

視検査及びToMMVに特異的なプ

ライマーを用いた RT-PCR 法に

よる検定を行い、ToMMV に感染

していないことを確認し、その旨

を検査証明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入時）において、目

視検査及びToMMVに特異的なプ

ライマーを用いた RT-PCR 法に

よる検定を行い、ToMMV に感染
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していないことを確認する。 
栽植用種子 ナス科：トウガラシ（Capsicum 

annuum）、トマト（Solanum 
lycopersicum =Lycopersicon 
esculentum） 

 
 

以下のいずれかの管理措置を実施。 
○ 輸出国（輸出前）において、

採種用親植物又は種子について

ToMMVに特異的なプライマーを

用いたRT-PCR法による検定を

行い、ToMMVに感染していない

ことを確認し、その旨を検査証

明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入時）において、

種子についてToMMVに特異的

なプライマーを用いたRT-PCR
法による検定を行い、ToMMVに

感染していないことを確認す

る。 
 
※ 検定は、ISTAが定める国際種

子検査規程の抽出方法に準拠し

た方法で同一の荷口単位から無

作為に抽出した規定の種子数に

ついて行うこと。通常ロットの

場合（同一の荷口当たりの種子

数が46,000粒以上）は、ロット

当たり一律4,600粒について、

最大400粒ずつ検定を行い、小

ロットの場合（同一の荷口当た

りの種子数が46,000粒未満）

は、その種子数の10%を規定数

とし、最大400粒ずつ検定を行

う。 
なお、輸出国から、上記に示す管理措置以外の提案があった場合は、その内容を検討し、上記

に示す管理措置と同等のものであるかを判断する必要がある。 
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別紙１ 
 

Tomato mottle mosaic virus の発生国等の根拠 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    
中華人民共和国 発生 Li et al., 2014; CABI, 2019a  

中東    
イスラエル 発生 Turina et al., 2016; CABI, 2019a  

イラン 発生 Padmanabhan et al., 2015; Turina 
et al., 2016  

欧州    
スペイン 発生 Ambros et al., 2017  
チェコ 発生 EPPO, 2020  

北米    
アメリカ合衆国    

カリフォルニア州 発生 Sui et al., 2017  
サウスカロライナ州 発生 Sui et al., 2017  

ニューヨーク州 発生 Padmanabhan et al., 2015; CABI, 
2019a  

フロリダ州 発生 Webster et al., 2014; CABI, 2019a  
中南米    

ブラジル 発生 Nagai et al., 2018  
メキシコ 発生 Li et al., 2013; CABI, 2019a  
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別紙２ 
 

Tomato mottle mosaic virusの宿主植物の根拠 
 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Capsicum annuum ナス科 トウガラシ属 トウガラシ chilli,  
chili pepper 

Lovelock et al., 2020 
 

 

Capsicum annuum var. grossum ナス科 トウガラシ属 ピーマン bell pepper Li et al., 2014  
Capsicum frutescens ナス科 トウガラシ属 キダチトウガラ

シ 
 Li et al., 2014 

 

Solanum lycopersicum 
(=Lycopersicon esculentum) 
 

ナス科 ナス属 トマト tomato Li et al., 2013; Nagai et al., 
2018  

Solanum melongena ナス科 ナス属 ナス eggplant Chai et al., 2018  
  
※以下の植物については、宿主植物としての根拠が不明のため、継続調査とする。 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Cicer arietinum マメ科 ヒヨコマメ属 ヒヨコマメ chick pea DA, 2019; Pirovano et al., 
2015 
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別紙３ 
 

Tomato mottle mosaic virus の宿主植物に関連する経路の年間輸入検査量 
（貨物、郵便物及び携帯品） 

 
（１）栽植用植物 

単位（数量）：本

植物名 生産国 

対

象

国 

2017 2018 2019 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Capsicum 

annuum var. 

grossum 

(PIMENTO)(ﾋﾟｰﾏ

ﾝ) 

韓国 × 33 156,525 27 132,405 27 133,665 

Capsicum 

annuum var. 

grossum 

(SISITO)(ｼｼﾄｳ) 

韓国 × 3 4,620 1 420   

Capsicum 

annuum(ﾄｳｶﾞﾗｼ 

(地上部)) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ×     1 4 

Capsicum 

annuum(ﾄｳｶﾞﾗｼ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 3   

韓国 × 6 1,783 8 26,075 5 65 

Solanum 

lycopersicum(ﾄﾏﾄ 

(地上部)) 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1 120 4 2,270 12 17,820 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 200 3 16,420 

Solanum 

lycopersicum(ﾄﾏ

ﾄ) 

韓国 × 114 781,134 107 725,899 106 675,091 

台湾 × 4 1,303 2 2,176 2 2,584 

Solanum 

melongena(ﾅｽ) 

韓国 × 66 984,060 62 738,560 68 844,055 

 
（２）栽植用種子 

単位（数量）：kg 

植物名 生産国 

対

象

国 

2017 2018 2019 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Capsicum 

annuum var. 

grossum 

(PIMENTO)(ﾋﾟｰﾏ

ﾝ) 

ｲｽﾗｴﾙ ○     1 1 

ｲﾝﾄﾞ ×     1 1 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 1 1     

ｵﾗﾝﾀﾞ × 3 3     

ｼﾞｬﾏｲｶ ×     1 1 

ｽｲｽ ×   1 1 1 1 

ｽﾍﾟｲﾝ ○     7 7 
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ｽﾛﾊﾞｷｱ ×     3 3 

ﾁﾘ ×   2 2 12 17 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ ×   1 1   

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ × 1 1     

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 6 85 1 18   

ﾍﾟﾙｰ × 3 3 4 4   

韓国 ×     7 7 

台湾 × 6 6 7 7 5 5 

中国 ○ 1 1 3 18 2 7 

日本 ×     1 15 

米国 ○     4 4 

Capsicum 

annuum var. 

grossum 

(SISITO)(ｼｼﾄｳ) 

ｽﾘﾗﾝｶ ×     1 1 

台湾 ×   1 18   

Capsicum 

annuum var. 

longum(ﾊﾟﾌﾟﾘｶ) 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ ×   1 1   

ｽﾍﾟｲﾝ ○ 1 1   1 1 

ﾊﾝｶﾞﾘｰ × 1 1     

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ○   2 2   

韓国 ×   1 1   

台湾 ×     4 4 

Capsicum 

annuum(ﾄｳｶﾞﾗｼ 

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ種子) 

ｲｽﾗｴﾙ ○     1 1 

ｲﾝﾄﾞ ×   1 1 1 1 

ﾁﾘ × 1 1     

ﾍﾟﾙｰ ×     1 1 

ﾓﾛｯｺ ×     1 1 

韓国 ×   2 2   

Capsicum 

annuum(ﾄｳｶﾞﾗｼ) 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ × 1 1 2 2 2 2 

ｲｽﾗｴﾙ ○ 2 2 5 5 2 2 

ｲﾀﾘｱ × 1 1     

ｲﾝﾄﾞ × 22 370 19 398 22 171 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 16 40 4 4 2 2 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 41 41 41 41 42 42 

ｶﾞｰﾅ ×   1 1   

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ ×   1 1   

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ × 2 2 2 2 14 14 

ｷﾌﾟﾛｽ ×   1 1   

ｸﾞｱﾃﾏﾗ × 1 1 2 2 10 10 

ｸﾞｱﾑ ×   1 1   

ｹﾆｱ ×     1 1 

ｺﾝｺﾞ共和

国 

×     1 1 

ｼﾞｬﾏｲｶ ×   1 1 2 2 

ｽｲｽ × 2 2 2 2 3 3 
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ｽﾍﾟｲﾝ ○ 46 46 31 31 13 13 

ｽﾘﾗﾝｶ × 8 9 11 14 9 19 

ｽﾛﾊﾞｷｱ ×     3 3 

ｾﾙﾋﾞｱ ×   1 1   

ﾀｲ × 27 1,343 14 945 11 484 

ﾁﾘ × 15 15 37 37 41 41 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ × 33 34 36 37 23 26 

ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄ

ﾊﾞｺﾞ 

× 1 1     

ﾄﾙｺ × 1 1     

ﾈﾊﾟｰﾙ ×   2 2 2 2 

ﾊﾜｲ ×   1 1 2 2 

ﾊﾝｶﾞﾘｰ × 3 3 3 3 5 5 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ × 2 2 5 8 3 3 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 2 2 9 9 5 5 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ○ 20 39 22 72 19 19 

ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ × 2 2 13 13   

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 97 247 150 273 80 160 

ﾍﾟﾙｰ × 20 22 52 73 51 51 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ × 2 2 1 1   

ﾏﾚｰｼｱ × 1 1 1 1   

ﾐｬﾝﾏｰ × 9 9 1 1 16 16 

ﾒｷｼｺ ○ 13 13 11 11 6 6 

ﾓﾛｯｺ ×   1 1 3 3 

ﾖﾙﾀﾞﾝ ×     1 1 

ﾗｵｽ ×     1 1 

英国 × 4 4   2 2 

韓国 × 30 39 42 43 89 94 

香港 ×   1 1   

台湾 × 19 46 34 42 63 84 

中国 ○ 32 526 54 2763 48 570 

日本 ×     1 1 

米国 ○ 111 113 51 56 11 112 

Capsicum 

frutescens(ｷﾀﾞﾁﾄ

ｳｶﾞﾗｼ) 

ｲﾀﾘｱ × 1 1   7 7 

ｲﾝﾄﾞ ×     1 1 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ ×   1 1 1 1 

ﾀｲ × 4 4 3 3 5 5 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ○ 3 3   1 1 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     2 2 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ ×   2 2   

ﾏﾚｰｼｱ ×     1 1 

ﾐｬﾝﾏｰ ×     17 17 

英国 × 1 1   1 1 

中国 ○ 1 1   1 1 
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米国 ○ 2 2 1 1 1 1 

Solanum 

lycopersicum(ﾄﾏﾄ 

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ種子) 

ｲｽﾗｴﾙ ○   1 1   

ｵﾗﾝﾀﾞ ×     1 1 

ﾀｲ × 2 2     

Solanum 

lycopersicum(ﾄﾏ

ﾄ) 

ｲｽﾗｴﾙ ○ 43 50 49 54 63 63 

ｲﾀﾘｱ × 6 6 25 25   

ｲﾝﾄﾞ × 46 747 113 947 229 609 

ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ ×   1 1   

ｵﾗﾝﾀﾞ × 147 147 203 261 85 85 

ｶﾞｰﾅ ×   1 1   

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ ×   2 2   

ｷﾙｷﾞｽ ×     9 9 

ｸﾞｱﾃﾏﾗ × 16 16 19 26 16 16 

ｹﾆｱ × 13 13 22 24 36 51 

ｼﾞｬﾏｲｶ ×     1 1 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 1 1 12 12 1 1 

ｽｲｽ × 6 6     

ｽﾍﾟｲﾝ ○ 4 4 6 6 29 29 

ｽﾛﾊﾞｷｱ ×     4 4 

ｾﾙﾋﾞｱ ×   4 4   

ｿﾛﾓﾝ ×   1 1   

ﾀｲ × 716 2,040 459 2,140 433 1,898 

ﾀﾝｻﾞﾆｱ × 1 1 3 3 10 17 

ﾁﾘ × 92 228 33 161 15 15 

ﾄﾙｺ × 6 6 14 14   

ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ ×   1 1   

ﾊﾟｷｽﾀﾝ ×   1 1   

ﾊﾜｲ ×     1 1 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ ×   1 1   

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1 1 1 1 5 5 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ○ 164 647 64 353 64 263 

ﾌﾗﾝｽ × 17 17 102 103 102 103 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 167 267 105 161 330 543 

ﾍﾟﾙｰ × 36 67 23 36 53 56 

ﾎﾞﾘﾋﾞｱ ×   1 1   

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ × 2 2 1 1   

ﾏﾚｰｼｱ ×     5 5 

ﾐｬﾝﾏｰ ×     3 3 

ﾒｷｼｺ ○ 32 32 40 44 33 33 

ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ × 1 1 2 2 1 1 

ﾓﾛｯｺ × 49 49 61 61 98 98 

ﾗｵｽ × 5 52     

英国 × 3 3   2 2 

韓国 × 11 11 31 41 36 39 
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香港 × 1 1 1 1   

台湾 × 180 180 137 137 73 84 

中国 ○ 45 279 38 339 669 958 

日本 × 6 6   8 8 

米国 ○ 5 5 8 8 10 10 

Solanum 

melongena(ﾅｽ) 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ ×   1 1 1 1 

ｲｽﾗｴﾙ ○ 1 1     

ｲﾀﾘｱ × 13 13 8 8 7 7 

ｲﾝﾄﾞ × 8 34 19 164 14 30 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 1 1 3 3 2 2 

ｳｸﾗｲﾅ ×     2 2 

ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ ×   1 1   

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 1 1 2 2 1 1 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 6 6 12 12 7 7 

ｶﾅﾀﾞ ×     1 1 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ × 2 2 2 2 1 1 

ｸﾛｱﾁｱ ×   2 2   

ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ ×   1 1   

ｽﾍﾟｲﾝ ○   5 5 3 3 

ｽﾘﾗﾝｶ × 1 1 7 7   

ﾀｲ × 99 1,728 108 1,335 87 678 

ﾁｪｺ ○   1 1   

ﾄﾞｲﾂ × 2 2 1 1 1 1 

ﾄﾙｺ × 1 1   2 2 

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ

ﾄﾞ 

× 1 1   1 1 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ ×   3 3   

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 2 2 2 2 1 1 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ○ 2 2   5 9 

ﾌﾗﾝｽ × 3 3 3 3   

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 41 55 39 73 41 59 

ﾍﾟﾙｰ × 1 1 6 6 6 6 

ﾏﾙﾀ × 2 2     

ﾏﾚｰｼｱ ×     2 2 

ﾐｬﾝﾏｰ × 3 3 3 3   

ﾒｷｼｺ ○     2 2 

ﾗｵｽ ×     4 4 

英国 × 5 5 7 7 4 4 

台湾 × 12 21 9 9 29 39 

中国 ○ 55 356 60 247 85 572 

日本 × 6 6     

米国 ○ 20 20 9 9 17 17 
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参考 
 

種子の検定を実施する場合の粒数の考え方について 
 
１ 検査用主試料の抽出方法（１次抽出） 

ISTA が定める国際種子検査規程の抽出方法（ISTA Rules 2019 Chapter 2: Sampling）
（ISTA, 2019）に準拠した方法で同一の荷口単位から無作為に検査用の主試料を抽出し、

その中から、以下の検定用試料として規定の数量を抽出する。 
 
２ 検定用試料の抽出方法（２次抽出） 

検定用試料については、 ISTA の抽出方法に準拠した方法で、国際基準 No. 31
「Methodologies for sampling of consignments」（FAO, 2016）を根拠とした、以下のポ

アソン分布に基づく抽出量の計算式（山村, 2011）に基づいた抽出理論による検定数量に

ついて抽出する（小ロットについては下記（２）参照。）。 
 

= − （1− ）
 

 
n：抽出量 
β：検出確率（信頼度） 
p：限界不良植物率（不良率の上限） 

 
 

本式では、病害虫の付いた植物を不良植物とし、不良植物率が p 以上の荷口が国内へ

入ってくるリスクを、n 個検査することにより、1－β以下に制御する。 
 
（１）通常ロットの種子検定対象の２次抽出量(n)の基本的な考え方 

個々の病原体の具体的な種子検定粒数の根拠とできる技術的情報がない場合は、国

際種子連盟（International Seed Federation（ISF））（ISF, 2019c）等の検定プロトコー

ル等の国内外の検定方法の諸情報等を総合的に考慮し、種子検定のための２次抽出量

(n)は、ウイルス・ウイロイドについては、限界不良植物率（＝ロットにおいて検出し

ようとする最低感染種子率）(p)の暫定値として 0.001（＝0.1%＝荷口 1000 粒/ロット

中、感染種子１粒）、検出確率(β)は99％を採用し、上記ポアソン分布の式を用いて4,606
粒／ロット要することとする。 
なお、検出確率 99％は、オーストラリアも採用している（Australian Government, 

2017）。 
 

 検出確率
(β) 

限界不良植物率 (p) 
（暫定値） 

２次抽出量(n)→検定用の

主試料／ロット当たり 
ウイルス･ 
ウイロイド 99％ 0.001 約 4,600 粒 

 
＜Tomato mottle mosaic virus（ToMMV）についての検定用抽出量の検討詳細＞ 

ToMMV の検定粒数や種子感染率(p)に係る情報を記載した文献はないことから、

現時点では、上記で算出した検定粒数の約 4,600 粒/ロットは妥当と考える。 
よって、ToMMV の場合の検定のための数量は、下記（２）で示す同一の荷口当た
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りの種子数が少ない場合（小ロット）以外は、その同一の荷口当たりの種子数に関

わりなく一律に約 4,600 粒／ロットとする。 
 
（２）小ロットの種子検定対象の抽出量の基本的な考え方 

小ロット（同一の荷口当たりの種子数が少量の場合。例えば、規定の検定数量を確

保する場合が困難な場合）の２次抽出量については、次の考え方に基づくこととする。 
なお、小ロットの範囲とは、上記（１）で計算した２次抽出量の値が、検出対象の

同一の荷口当たりの種子の数量（検査荷口の大きさ（母集団））の 10％となるまでの

値の範囲とする。 
 

限界不良植物率（p） 
（暫定値） 小ロットの範囲 

ウイルス･ウイロイド（0.001） 約 46,000 粒未満 
 

よって、ToMMV の宿主植物の種子については、小ロットの場合、ロット当たりの数

量が約 46,000 粒未満の場合、10％抽出することとする。 
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